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初めてのテスト。 

 ６月１８日、１９日に初めての期末テストが行われました。一人一人が目標と学習計画を立て、テス

トに向けて学習に励んできました。家庭学習でしっかりとテスト範囲の復習を行い、よく頑張っていた

と思います。そして、テスト返却が行われ、自分の点数に一喜一憂する姿が見られました。何点取れた

かも大切ですが、できなかったところをしっかりと確認し、わからないことをそのままにしておかない

ことが重要です。家庭学習などで復習していけるよう、ご家庭でもお声かけをお願いします。夏休みを

前にして生徒たちは学習や生活のリズムが崩れがちになります。普段の生活や授業への取り組みを向上

していけるよう指導してまいりますので、ご家庭でもお声かけしていただけると幸いです。 

 

◇初めての定期テストを振り返って◇ 

中学校に入学して初めての定期テストという

ことで、テスト当日に向けて部活や塾が終わっ

た後も、毎日机に向かう習慣をつけるようにし

ました。昨年の学力テストで点数が振るわず、

悔しい思いをしたので、特に国語と理科の学習

を重点的に行いました。ワーク等を繰り返し解

くことで、単元テストや小テストで良い結果に

結びつけることができました。この結果、大き

な自信につながり、定期テスト本番に自信をも

って取り組むことができました。１学期以降も

一つ一つのテストを大切にしていきたいと思い

ます。 

 １年１組 野口 蘭   

 中学校の定期テストは小学校のテストと大き

く異なり、科目数が増え、１教科の範囲も広く

なりました。また、各教科の課題もあり、提出

期限に間に合うように自分なりにスケジュール

を立てて、毎日少しずつ進めるようにしました。 

テスト当日はわかる問題から解いていき、時間

配分に注意して最後まで諦めずに頑張ることが

できました。今回の定期テストで直前になって

焦ってしまった教科などもあり、課題がはっき

りわかりました。これからは学校の課題も含め、

家庭学習でも復習に取り組み、対策をしていき

たいと思います。 

        １年２組 髙橋 綾香 

◇情報モラル学習会（千葉県青少年インターネット適正利用啓発講演）の様子◇ 

千葉県環境生活部県民生活課から講師をお招きし、「情報モラル学習会」を開催しました。普段の
SNS の使い方や生活リズムを見直す良いきっかけとなりました。講師の「携帯電話の使い方にお家
の人とルールを決めている人」という問いかけに「無い」で手をあげている生徒が多くいました。
裏面に家庭でのルールに関する資料を載せていますので、ご家庭でもう一度ルールの確認をしてみ
てください。 
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【参考資料】ケータイ･スマートフォン等を使うための「家庭のルール」  

（http://kodomo-media.jp より引用） 

① これは私の スマートフォン です。私が買って、あなたに貸してあげています。  

② パスワードは常に私に報告してください。  

③ これは電話です。鳴ったらマナーを守って必ず出てください。  

④ 学校のある日は午後 8:00 に、週末は午後 9:00 に親に スマートフォンを渡してくだ

さい。  

⑤ 学校に持って行ってはいけません。メールでやり取りする相手とは直接会話を楽しみな

さい。会話は生きる上で大事なスキルです。  

⑥ 嘘をついたり、人を馬鹿にしたりするためにスマートフォン等を使わないこと。  

⑦ 面と向かって言えないことをメールしてはいけません。  

⑧ 友だちの両親の前で言えないようなことをメールでしないこと。  

⑨ 公共の場では電源を切るか、マナーモードにしなさい。  

⑩ 他人のプライベートな写真を送ったり受け取ったりしてはいけません。一度広まってし

まったら、解決するのはとっても難しいです。  

⑪ 膨大な数の写真やビデオを撮らないでください。すべてを記録する必要はありません。

自分自身の体験を大切にしなさい。体験は永遠に残るものです。  

⑫ ときには スマートフォンを家に置いて行きなさい。携帯は生き物でもあなたの一部でも

ありません。これなしでも暮らしていける。器の大きい人間になりなさい。  

⑬ 問題があるようなら、スマートフォン等を没収します。もう一度話し合い、はじめから

やり直しましょう。あなたと私は常に学んでいるチームメイトです。一緒に答えを出し

て行きましょう。  

  

お子さんと、何をしてはいけなくて、何をしていいのかをしっかり確認し、「ルール」が守れ

ない時はどうするかを決めておくことが大切で、お子さんを守ることにつながります。スマ

ートフォン等をお子さんに与える場合はご家庭のルールについて、よく話しあっていただけ

ればと思います。 


